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岱
摂
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融
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品
判
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グ
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Y
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計
量
器
検
官
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円
役
場
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官
同
市
蹴
庄
の
健
康
相
組
問
(
…
小
〉

公
的
滋
挙
強
制
捌
期
間
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初
日
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で
〉

潟
山
地
双
山
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惨
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間
期
制
組
側
ハ
醐
問
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ぬ
吋
〉

絞
殺
琳
総
数
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翁
総
統
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開
山
附
鰍
附
ハ
静
岡
H

ま
で
》

鮎
剣
勝
総
務
協
間
交
〈
湖
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叶
A
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潟
市
胤
臨
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臨
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〈
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一
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〉
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榔
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仏
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〔
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佐
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立
点
予

選
挙
知
期
目
H

等
申
告
示

立
鉄
骨
粥
開
掴
出
向
制
剤
問
問
ハ
幻
自
ま
で
〉

不
在
投
票
期
出
向
〈
M
お
ま
で
〉

一
万
一
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活
躍
間
同
「
|

鵠
間
交
選
挙
人
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簿
総
裁
期
間
・
岡
州
繍
岡
山
中
立

糊州問問〈刊
U

日
同
ま
で
〉

官
肉
強
げ
応
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削
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開
絞
殺
組
制
ハ
潮
崎
山
小
〉

民
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火

11 

泣く

出り捕関

陣
内
税
務
総
開
納
昨
庁
後
援
の
〈
じ
を
ぬ
刊
う
悶
H

曹
関
山
脱
皮
の
掛
開
臨
時
地
相
談
〈
布
役
小
〉

泊
融
品
争
点
余
人
疑
問
例
制
網
開
閉
の
詩

事再出品描相談口
H

ハ
我
孫
子
地
区
〉

選
挙
立
会
人
を
定
め
る
く
じ
を
行
う
日
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荻
・
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ア
予
時
間
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小
)
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回
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13 14 15 

耐
吋
甜
開
会
鵠
隅
長
官
時
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中
日
同
〈
協
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樹
齢
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四
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挙
会
V

七
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一
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線
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努
発
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線
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紋

おもなる認怒

2関・・・議員t巴感謝食事事
げて
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長幸記事務など
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輝
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昌 i、為
!こ-足
感i跡

1謝を
時を残
捧:し
げた
て;

ま
す
と
と
に
、
ス
万
六
千
の
附
刊

紙
州
主
共
同
恥
同
数
湘
洲
取
し
み
ぐ
る
所

で
あ
ち
ま
す
。

級
制
相
…
一
一
十
開
問
忽
榔
挽

ム
血
中
綴
臨
時
総
務
務
総
線

。
総
務
開
問
即
時

書
態
プ
戸
ツ
タ
新
築

享
憲
治
築
工
事

出前陀間分間関情供部叫嗣臨

火
の
開
局
時
統
終

火
mw
悩
姑
塗
一
跡
調
工
率

的
別
求
総
務
総
ヱ
命
事

分
間
間
際
付

一骨耕
一以議

ケ市川
A
W
H
 

~削問

時
開
制
問
問
削
機
掛
開
幾
工
事

熱
遂
一
一
刑
制

1
4杭
孫
子
梢
概

掛
醐
袋
路
一
鶴
一
線
機
鋒

蒸
道
我
孫
子
ー
後
間
内
強
綿

布
佐
助
指
先
金
融
時
一
夜
舗
装

田
町
道
総
括
情

t液
手
線

務
部
臥
ヱ
事
実
故
融
市
市

終
選
投
路
子

i
絵
原
綿
概

抑
制
務
総
先
湾
総
層
向
向
拭
・
中

町
滋
久
令
後
全
線
津
線
改
修

融
前
脚
間
綴
ヰ
a

の
怖
持
輔
概
鰍
磯
総
改
修

命
線
大
部
例
会
的
滋
袖
柄
拘
民
主
廿
常

的
滋
悼
惜
枕
開
出
政
枠
制
ハ
開
場
叶
詰
帥
〉

十
一
一
時
開
拙
騨
に
都
品
付
油
開

手掛
H
m
削
渡
航
制
措
問
機
説
明
鯵

土
木
ヱ
家
間
崩
ト
ラ
ッ
ク
一
台

。
教
育
嗣
関
係

我
孫
子
三
小
増
改
築
工
事
や

湖
北
小
増
改
築
工
事
設
弘
前
中

。
保
健
衛
生
関
係

布
佐
…
一
一
丁
目
金
再
開
改
警
官
帯
業

ハ
県
知
州
議
淡
移
〉

宮

ふ
ん
附
賊
汲
蹴
棋
議
繊
納
入

ふ
ん
同
駅
制
効
期
樹
液
終
盤
棋

棟

。
社
会
開
閥
保
障

附
町
尉
同
住
宅
竣
工
一
一
十
五
油
開

小
暮
住
宅
回
出
没
遊
園
属
議
録
設

生
活
資
金
母
子
緩
投
資
金
貸
付

入
槌
者
水
害
開
設
持
金
募
集

日
赤
た
す
け
合
い
募
金

。
緩
繁
間
関
係

入
帥
開
成
樹
ぷ
察
発
維
持
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刊
誌
募
集

〈品点申質協制執開館神〉

水
山
川
阿
波
市
明
町
品
羽
根
間
醐
絞
っ
な
ず
蹴
備
協
尚

以
上
、
本
特
サ
榔
悦
上
学
閣
制
ゃ
に

お
け
る
悌
内
総
務
裁
の
縦
模
幽
明
弘
菅
波

ベ
、
次
い
で
今
後
の
下
半
欄
捕
に

お
け
る
約
制
問
事
瀦
端
的
町
大
絞
殺
結
滞

し
て
註
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に
い
っ
そ
う
の
制
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協

，
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安
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す
e
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司
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。
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係

小
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一
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A
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充
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十
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学

幽
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二

綴

火
の
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、
消
火
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、
貯
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、

消
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然

。

ホ
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1
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駅
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桝
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切
〉

湖
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駅
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開

布
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駅
前
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朝
間
毅

湖
北
支
所
前
餓
殺

期
間
北
新
木
地
区
一
部
鱗
装

布
佐
台
地
区
県
道
倒
閣
構
改
良

県
道
我
孫
子

1
佐
塚
線

我
一
小
i
緊
記
所
前
添
加
凶
縮
問

新
町
卦
削
磁
路
線
制
刺
殺
舟
戸
線

肺門滋
m
開
削
悶
号
路
線
放
泉
ヱ
前
市

お
仲
間
後
改
修
広
務

説耕輔絵画oIW'o;〆画も.J////IP喝恥

本

一苅

お
統合

土
木
市
明
惜
割
問
m
m
i
ド
ロ
ー
ラ
ー

隣

入

一

台

。

灘

議

関

係

共
滋
A
R
お
よ
び
商
工
ま
つ
与

水
害
対
策
融
資
関
係

。

教

育

関

係

湖
北
小
学
校
増
築
工
事

我
孫
子
中
学
校
増
築
工
宮
市

朝
刊
科
振
興
及
隊
機
布
教
育
務
執
鋭

。

滋

繕

関

係

駒
内
納
慨

A
同
機
陥
H

抽期検

十
}
月
十
.
み
口
同
加
融
機
執
行

部
帆
…
測
の
総
合
で
家
年
波
予
鰭
仲

叫
別
総
務
淡
の
・
大
捌
制
令
欽
す
い
い

れ
ん
し
ま
し
た
が
、
今
後
に
お
い

て
ネ
殺
に
そ
の
災
現
を
滋
め
た

い
も
の
に
手
賀
川
間
観
光
隊
臨
時
、

オ
V
ソ
ピ
ッ
グ
摘
出
艇
場
務
致
、

都
市
幹
線
道
路
計
扇
、
手
質
問

架
橋
、
帯
同
工
振
興
金
磁
対
策
、

営
農
融
資
対
策
、
県
営
土
地
改

良
事
業
、
県
道
拡
騎
舗
装
工
事

の
滋
進
等
枚
数
・
に
い
と
ま
な
き

数
々
の
薄
紫
会
議
ベ
珂
げ
ら
れ
ま

す
4

が
、
か
か
っ
て
検
問
一
致
、

常
災
会
伎
の
術
協
力
に
ま
つ
も

の
が
多
々
あ
る
と

k
と
作
ぜ
ら

れ
ま
ナ
。

食
品
前
後
に
お
け
る
材
料
防
総
畿

の
五
ヶ
等
割
引
切
断
も
大
半
世
撚
ろ

う
k
し
、
今
神
仙
改
滋
後
に
お
け

る
新
議
会
の
綴
協
賛
に
期
待
す

る
源
地
び
主
・
な
h

ツ
み
ま
し
た
。

四
暗
殺
三
十
m
四
年
十
一
月
三
十

日H
裁
措
関
つ
る
議
員
各
位
の
周
年

郊
の
伽
持
労
習
に
感
謝
し
、
さ
ら

に
今
後
の
蜘
開
発
展
を
祈
念
申
し

上
げ
、
ま
た
町
民
皆
熊
の
い
っ

そ
う
の
綴
変
緩
安
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
綴
い
申
し
上
げ
る
し

だ
い
守
あ
ち
ま
す
。
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第一
今て"""決ラででそ含そっさぢづき

教
育
議
臨
調
絞
殺
的
防
燦

教
育
委
員
哨
問
自
閥
抗
摘
総
体
内
は
、

三
十
日
H

を
も
っ
て
綬
綴
跡
的

な
ち
ま
し
た
の
で
、
強
限
付
注

総
慨
開
叩
ず
つ
ふ
ん
O
五晶君抽掛

川
洲
市
悶
附
肺
炎
恥
官
後
A

時
す
る
こ

同
意
し
ま
し
た
。
な
お
、

吉
弥
氏
持
品
、
十
月
一
円
吋
付

っ
て
教
育
委
員
に
依
命
活

持品為政叫結局み.;.;;延長

率
駒
田
淵
粁
蝋
糊
牧
条
例
措
一

叡
球
箆

現
行
の
条
例
で
は
や
数
制
刊
の

数
料
聞
が
は
っ
き
ち
し
て
い
ま
姶

ん
の
で
、

ζ

れ
を
明
確
w
h

し
た

も
の
で
す
@

開
附
掛
蹴
品
開
樹
抑
拍
手
金
制
掛
欲
蕊

最
近
‘
仰
の
市
町
村
で
向
柑
繁

緩
昭
明
に
つ
い
て
の
率
然
絡
が
総

労
相
臨
き
て
い
ま
す
の
で
、
出
附
酬
縦

縦
約
が
w
開
山
沈
か
っ
暗
躍
哨
売
に
行
い

う
る
よ
号
に
後
姦
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
後
一
応
は
惨
さ
ん
に
大

い
に
糊
関
係
の
あ
る
こ
と
マ
令
の

で
、
門
守
を
変
え
て
談
し
く
お
恥
知

ら
せ
し
ま
す
。

帥
間
仙
刷
機
楠
問
申
作
成
及
び
公
楽

仲
相
関
す
る
拡
開
国
間
的
同
部
改
正

こ
れ
ま
で
は
蹴
闘
牛
に
よ
り
二

月
一
自
主
九
万
一

aの
ご
附
凶
に

財
政
事
油
田
mv
公
表
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
‘
潜
年
で
は
世
帯
取
倒
的
削

げ
い
機
脱
線
で
寸
の
で
こ
れ
を
会
計

年
掛
駄
に
絞
め
、
附
悶
同
月
一
包
か
ら

九
月
三
十
日
ま
で
を
上
品
十
郊
と

し
て
十
一
月
一
お
に
、
十
月
一

日
か
ら
翌
年
の
三
月
中

a

十
一
段

ま
で
を
下
学
組
閣
と
し
て
五
月
刊

n
H
w
h
A
府
知
淑
宏
一
行
う
こ
と
に
し
た

も
り
で
す
。

拙
特
別
職
臨
時
機
陥
闘
で
務
議
制
鶴

田
も
由
回
戦
闘
聞
及
び
職
問
問
附

品
背
後
に
関
す
る
条
例
の
町

線
彼
氏

今
年
め
開
問
見

し
た
関
紙
片
終
段
保
険
事
業
の
数

滋
母
体
と
な
る
附
附
民
総
務
晶
体
時
間

選
営
地
掛
議
会
委
隣
同
の
級
制
桝
安
田
副

額
五
志
向
k
定
め
ま
し
た
。

栄
一
口
問
治
初
夏
蕊
予
繁

ム
可
附
悶
の
治
相
加
料
相
は
問
日
夜
七
万

二
千
円
で
、
こ
れ
ま
で
の
分
と

合
わ
せ
ま
す
と
〕
俊
一
千
二
泊

丸
十
七
万
円
一
子
三
段
門
に
な
号

ま
す
。
選
擦
の
お
も
な
る
滋
樹
慨

は
、
酌
判
制
明
の
一
一
百
万
問
、
紙
鰍
抽
臨

金
の
哨
材
中
ハ
十
二
H

一
千
関
川
、
瑚
吋

脳
陣
ム
鋭
的
，
一
一
何
十
万
肉
祭
で
す
。

そ
の
お
も
な
る
も
の
は
、
時
朝
日
民

の
給
与
改
誌
に
よ
る
人
件
後
、

恩
給
・
共
仲
間
・
唱
鴻
臨
戦
必
ず
幾
抑
制
舎

の
品
月
期
概
念
、
七
品
ワ
台
風
の
水
際

時
間
齢
制
緩
隅
剤
、
教
育
関
係
緩
曲
賞
、

同
州
邸
内
線
一
致
総
終
絞
殺
、
予
時
間
援

措
峰
、
町
議
会
糊
削
除
滋
機
妥
結
守
に

夜
わ
れ
ま
す
。

知
同
国
公
益
繁
簡
臨
帥
村
総
会

叫
制
緩
注
予
察

払

wuぃ
争
後
渓
に
と
も
な
う
内
務

品
別
な
後
伐
材
九
時
り
明
、
す
。

"才』制桝嗣幽開問帥附附麟却弾紳蹴齢制

闘
訓
会
計
軍
法
予
算

人
件
費
、
療
養
給
付
総
左
胸
開

淡
殺
の
内
部
操
作
だ
け
で
す
。

常
町
一
洲
崎
榊
時
撤
樹
轍
鵠
揖
特
別
会

計
議
品
開
糊
純
明
都
品
r
務

ム
可
間
関
の
油
施
知
山
慨
献
は
一
万
七
千

開
け
で
、
当
初
予
算
主
食
わ
せ
ま

す
と
鐙
苔
七
十
六
万
九
千
将
主

な
れ
ツ
ま
す
。
財
源
は
ど
み
液
ち

尽
か
ら
発
足

総
務
手
数
殺
で
、

ζ
れ
な
ど
み

検
場
立
木
情
備
後
料
等
に
充
悶
胤
。

醐
附
蜘
刷
出
向
十
霊
祭
度
決
算

M

三
品
説
会
好
決
算

予
算
税
献
酬
は
総
入
歳
出
向
と
も

一
一
銭
、
一
七
八
、
二
六
古
一
回
付

決
算
額
は

梯桝入
山
一
日
品
、
一
六
五
、
九
七
六
内

総
出

一
O
九
、
ハ

Y
…
o、
セ
ニ

O
内

総
入
品
添
出
向
草
脇
町
別
油
開
制
酬
は

開
問
、
一
関
五
、
二
五
六
期
H

主
な
ち
ま
す
。

ζ

の
晴
間
競
酬
は
、

一
0
0、
0
0
0回
け
を
叫
財
政
綴

捻
絞
殺
殺
に
入
れ
、

閥、

O
m間
派
‘
}
一
気
六
内
を
三

十
四
年
度
へ
終
紋
し
ま
し
た
。

料
公
判
国
質
疑
特
別
会
針
次
第

予
算
渓
績
は
歳
入
淡
山
闘
と
も

湾
、
八
凶
八
、

0
0
0関川

決
纂
蛸
酬
は

部
賦
人
問
問
、
ふ

O
州問、一一一八

O
門

歳
出
一
点
、
八
ハ
〉
六
、
開
問
州
出

O
円

で
、
歳
入
曲
城
山
印
後
則
的
措
明
細
酬
は

三
九
七
、
九
開
問
。
悶
H

-
P
い
な
号
室
す
。
と
の
残
醐
酬
は
去

十
側
同
年
後
へ
繰
越
し
ま
し
た
@

総
務
官
制
叫
町
一
際
事
業
特
例
会

特
別
決
鋭

予
算
源
相
酬
は
餓
入
淡
路
と
も

二
、
七
五
去
、

0
0
0悶H

決
算
輔
聞
は

地
陥
入
六
七
九
、
五
一
一
…
阿
川

端
附
山
側
近
絞
っ
九
一
九
刊

で
、
地
蹴
入
総
山
州
議
出
引
油
開
額
は

川
一
品
七
、
蕊
九
三
国
H

K
な
号
室
ナ
。
こ
の
時
間
相
棋
は
一
エ

十
聞
出
年
度
へ
線
総
し
ま
し
た
。

鞠
常
持
山
田
曳
け
λ
れ

災
蜘
仲
附
附
補
間
宮
古
川
開
い
一
戸
東
附
叫
一

品
商
品
地
の
附
問
山
凶
二
郎
氏
か
ら
布
佐

官
作
て
で
ハ
コ
替
織
の
ニ
の

山
林
を
数
出
品
格
拙
九
移
を
布
佐
小

学
校
教
織
と
し
て
機
付
ナ
る
む

ね
申
し
出
山
が
あ
り
ま
し
た
の
哨
起

こ
れ
も
定
受
け
入
れ
る
こ
主
に
な

与
ま
し
た
a

酎
制
緩
ん
世
相
暗
務
総
帥
棋
親
臨
条
例

議
会
傾
斜
附
誉
総
線
化
し
、
そ

の
機
能
を
じ
ゅ
号
ぶ
ん
に
発
揮

寸
る
た
め
に
豪
政
部
隊
令
制
附
随
し

た
も
の
で
す
@

あ
ま

nた
I Iの
町|ー
を1]&
?1F 
し
ま
す

あ び こ

:tJしととを ζ まさ詳と よて
しまにで Lれい霊童、惑うお
てせ よ す よ は た 銭 高 菩 笈 .E割
くんちかう入 IJ;1講演な に
だよ後らと学す問主蓄を業 主題
さうい、す決る中激減 ぶ
い公}とる険方 tこを殺 よ

8尊重詩の人のが金しに き
選者ピよ主薬い品たな に
詩意義建う同口まな争型 し
に義主なじ入ず 2ま 匁 ま ま
協にここ学がら護霊す し

滋
挙
人
名
簿
に
諮
っ
乞
い
な
け
れ
ば

綴
認
は
で
き
ま
せ
ん
。
も
れ
て
い
る

人
、
か
滋
ら
ず
瀦
充
名
簿
に
県
殺
し

寝

L
ょ
う
珍

滋
殺
人
名
簿
h
h
愛
録
台
れ

て
ゑ
い
と
液
凝
で
品
百
な
い

附
附
凶
淵
位
置
行
う
由
法
、
わ
た
〈
し
た
ち

が
向
問
分
で
嚇
磯
崎
帯
L
K
代
議
者
で
す
e

立
総
滋
耕
作
蕊
滋
経
滋
び
宮

L
よ
hγ
。

北
関
支
所

本
議
制
棋
鰯
冊

校
同
時
者
出
帆
抗
試
岡
常
同
時
期
制
お
投
開
帝

所
へ
い
っ
て
都
仏
国
情
し
な
け
れ
ば

な
ち
ま
せ
ん
が
‘
町
外
で
総
務

機
常
務
に
従
事
中
と
か
、
や
む
安

抵
押
な
い
閑
m
務
ま
た
は
事
故
の
た

め
駒
内
外
に
旅
行
中
ま
た
は
掛
揮
を

や
と
か
、
}
小
殺
投
糊
僻
掛
開
湾
総
務

に
入
院
中
等
の
た
め
投
醗
附
位
向
当

日
投
奥
田
川
へ
日
付
く
こ
と
が
で
舎

な
い
か
た
が
た
の
た
め
に
、
不

在
投
開
輸
と
い
う
制
度
が
あ
h

ソま

す。
不
在
役
間
前
た
な
事
れ
る
方

法
、
官
公
庁
・
余
絞
・
家
銭
湯

臨
時
の
長
、
病
院
長
な
ど
の
総
務

機
げ
か
必
要
で
す
。
)
民
淡
な
硝
哨
品
闘

に
よ
号
線
開
議
F

円
相
提
出
で
曾
な

い
場
合
派
、
総
務
警
が
必
要
で

す
e
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一
崩
日
韓
加
更
正
予
算
な
ど
可
決

教

青

委

員

に

按

山

吉

弥

氏

滋
綴
践
の
サ
窪
ナ
ヲ
出
障
制
御
附
問
機
会
は
、
去
る
九
月
二
十
九
滋
に
鰯
聞
か
れ
、
会

糊制十間同日
H

闘
の
核
護
審
議
で
、
第
二
蹴
間
出
端
お
…
交
正
予
算
・
昭
和
利
ま
十
一
一
一
年
総
決

算
、
印
税
孤
札
制
謝
料
の
舎
一
務
改
正
な
ど
十
一
一
…
終
な
い
ず
，
れ
も
牒
節
祭
ど
お
れ
ツ
可
決
し
、

さ
ら
に
輪
開
鮮
側
間
関
終
・
際
機
一
一
件
を
採
択
し
吃
十
月
十
一
一
お
に
お
会
い
た
し
ま
し

た
。
以
下
、
そ
の
紛
』
嗣
端
宏
綿
関
描
舶
に
拍
報
告
し
ま
す
。

経
理
由
γ
人
憐
お
と
ら
わ
れ
ず
、
お
金

融
下
物
的
援
惑
に
窓
ど
晶
刑
事
れ
滋
い

で
、
-
箆
品
H

由
自
鹿
な
意
思
て
加
融
ぴ
噛
臨

し
よ
う
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く団
だ体:
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い草署:

払
札

A
m
p叫
W
H山
間
体
と
し
て
は
個
師

入
会
・
青
年
間
・

F
τ
A
-
体

鳴
門
国
間
体
・
文
化
問
問
持
附
・
駄
制
緩
剛
山

体
等
多
数
あ
り
ま
す
砂

本
町
の
な
か
で
も
、
名
品
思
統

に
知
ら
れ
て
な
い
団
体
が
;

レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

教
育
・
文
化
情
燃
側
側
に
ち
な

ん
で
夜
総
に
よ
れ
ソ
レ
コ
ー

ド
コ
ゾ
サ

l
ト
を
一
行
い
ま

す
か
ら
、
音
楽
愛
好
m
町中々

は
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。
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終
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}
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臨
吋

i
午
後
問
符

場
所
晶
体
育
所

中主催
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-
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後
援
町
教
育
議
鴎
門
会

務
一
級
品
申
込
数

別
蹴
嚇
丹
後
民
会
合
総

銃
一
一
誠
申
込
数

選
考
委
員
会
合
総

四
七
名

問問一
H

柏

戸川一品名
一
名

。
沙
問
問
栂
入
銭
湯
円
十
戸
V

油
開
伸
狩
品
単
次
五
十
嫌
米
跡
的

事
円
階
的
描
究
論
伸
子
制
抑
制
刑
制
路

市
円
筒
栄
一
波
入
一
応
一
治

染
谷
光
…
・
中
島
組
問
己

白
骨
米
俊
市
偽
情
前

A

管
制
利
夫

。
品
広
一
綴
入
患
者
ハ
十
五
一
戸
〉

務
総
老
忠
一
一
~
八
巻
嶋
脇

山
山
口
良
夫
円
ロ
鵬
総
品
賢
治
μ

台
部
同
組
押
肉
付
一
北
見
霧
車
骨

大
姉
階
級
期
間
出
門
後
忠
夫

的
判
水
笠
幾
山
岸
百
円
客
機

武
山
内
成
古
今
弁
棋
戦
ふ
大

村

上

久

後

段

千

代

交

芥

幾

今湾の納税!ま

保税第3j嬰分です

炉
句
Jよし命

働持
C-おてし総務・らみ

μ
A
7
 

た
く
事
ん
あ
る
と
患
い
ま
す
。

役
会
教
育
活
動
ι
官
僚
滋
し
て
い

く
た
め
に
こ
れ
ら
の
問
休
は
ぜ

ひ
結
以
内
祁
し
て
く
だ
さ
い
。

町民的知げ
L
j
抑
制
到
な
察
側
閉
山
弘
次
の

と
お
ち
で
す
。

①
側
同
体
む
規
約

@
叫
何
日
同
点
制
硝
押
ハ
仲
間
際
・
郡
片
務

年
令
・
総
数
V

ゆ
や
耐
件
緩
・
会
同
丹
数
・
会
変

mwそ
の
総
参
考
す
A

品
情
ハ
機
関

部
執
・
行
事
品
財
務
越
さ

た
お
、
ト
…
月
中
に
教
育
委

員
会
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

今牟も 9}j15関税夜で作製し?と芸喜本選挙人名簿がで
きあが号ました。との名簿主主参 12Jj20Sli事定しその後
にffわれる宜主寄生に俊子持するのですが， もし選挙才援があ
るのに主主録されていないガがある主いけませんので，
l1Jl5 Sから11月19滋まで役場および約交済で皆さん
に!i¥ていただくことになってお与ます。
連語教機があっても ι の，g~草花登録されていません主

投察するとこ主ができませんから，必ず室主総紛問中にお
いでになって!防局Lてないか総途いはないか緩めてく
ださい，その際tCj もし名節がもれている方ゃあやま
与のあ Pましたガ捻aその坊で係良に申 L織でくださ
い。

歩合4貯たゐtこ取し添えますが，とり名簿は，11月15闘
に行う湾議会議室民総主体11:使F害する4空襲撃とは全然日1)のも
ちですe

新 Lい選挙人名簿な

ごらんください

Jj a 汲み高支 争 日 o! 着陸 ごみ I院 1). a重霊祭

11. 10 8~互の…若ß， 91&:， 101&:の山首¥，1'ii佼 4fH'主， 担割~t ， J在災級一千
11 1， 7， 15， 6， 2， 5， 4， 3， 8， 9各主主 被iU， Jj、まふ 2区， 3主主， 4目玉

1詰 小毒事， J菜君主孫子.柴崎， 主主iU， 11野佐 8;K， 5長ふ 17長E
13 a rt. 14区， 11の11え21R， 101笈， 手投降

14 際 立 91&:， 131R， 12~ま. 1区.j寺戸

16 司ヨ 暮雪 2長r.3区.41R 

17 封建韓r.14区， 長j-P.右翼戸下， 務長Z長ま 151K. 7区.61K 

18 1軽互の1華客.21R. t韓関ゴ ご子菜食 ;(/i食生，善悪~I:.茨我孫子

19 l~互の…企部， 7区.151K 事童話1， ，j、毒事.2区， apr.. 4震ま

20 S主主， 171K. 51&: 8霊r.5長i.17区

21 4区.31R，書E互のー滋 14区.11の1及2~主， 10長r.栄町

22 17. 15，蒔 2.5. 4. 3. 8. 9 各IK 9区， 13民 12笈. 1区，舟開

24 101Kの一苦言..11の1及2区.12鉱 2pま.3雲r.41K 

25 き議i主.81K. 9jiまの}藻i

26 41K田}部.3長主，

1>次の文字を入れる
r1960年世界最総索令三ゾサ 7J 
r~与:威主語・農林主去数協会H昭
和351手2}lHIJ

T!覧j議長建l03cm t員72.8cm
!>色文学女含めて五色以内

め主義務
か街潔で明るく総務しやすいも

の

や食事連はがきで m ぬ枚--T1

①滋守党祭庁内統計総

E量挙管 暫)11月15日
③喜善 後 11月下旬

※ffl'‘t制t主総務務へお問い合せく
ださい。
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つ
に
し
た
が
っ

て
ゆ
お
み
が
で
る
の
で
、

A
E

殺
に
わ
暗
記
っ
て
一
応
調
べ
し

め
な
お
し
を
一
行
い
、
公
然
に

申宮市民
mm
侵
入
合
防
&
す
る
と

と
柑
守
も
必
凝
守
ナ
。
で
き
れ

あ報

-標語の募集

広

ば輪料品成制
m
p
G
F
を
充
分
に

級
制
却
し
て
お
け
ば
、
移
動
し

て
く
る
害
虫
類
は
先
念
w
h
附抑

止
で
き
ま
す
。
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実
習
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関市内門謝誉丹押匁↑の揃総附
M外汁胤鈴叩蹴燦桝司令役誠奨世

叫
紡
抑
す
る
と
と
も
wにh
材
将
押
来
在
外
報
郊押

人叫絞机ム余悦の幽淡寂謝磁拘
f
エ
ム
噛
梁
甫
会
に
お
山
けり

る巾中白削慾白人材
b含
包
措
養
常
骨
淡
胤
す
る
と
と

もを乞口

a同州
的
削
と
し
て
、
つ
絞
め
硝
抑
制
闘

で
海
外
後
四
閥
復
を
築
後
い
た
し

て
お
ち
ま
ナ
の
で
、
品
相
怒
一
点
骨
は

岡
知
抑
体
外
協
会
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

て
募
集
人
員
|
ぷ

O
忠
明
〈
会

開〉
二
、
応
募
出
降
格
上
夜
等
学
校
卒

然
以
上
的
資
機
を
有
し
、
世
間

十
八
オ
以
上
二
十
五
才
米
燃

の
未
婚
の
閣
内
子
で
、
絡
に
扶

養
の
幾
務
食
品
川
わ
な
い
議

w
m
M静
抑
制
は
役
場
賎
業
務
へ
。

来年二二月一良に行なわれ<>1960 
年世雰祭事事懇ペヱジサλ自ボ凡ター

主事震喜善指著書畿に応募してください益

事主後， 量量殺せま話題は{中び霊霊祭の薬事

しは重量かにな与ましたが，もっと

建設かな農家と近代総な長主要員にする

ため重量林省で紋，主段ft的な農業化
の言愛妻?読書を畿とうと Lています。

その3義務となる診断言勢/.Itj投繁華ミ休
業セyサλ(後鉢警警の綴警李総変〉

です。

<>応募規定。
①ポスター

仁〉務るくまを雲訴に期解L宇すいも

の

ホスタ196年UU草絞
休業セプサ λ
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紙
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九
月
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や喜立絞桜域 機務お角総後中総飯成核燃鈴詰i鈴 符 肉 中 須 扱 111'1、義'It小 父

沢本主*'井忠割 引 JII田藤村主主主耳毛 111浄水田木同事奇襲f議本村総 林 母

昭和 装提 言太郎重 量第議武事次主E事長支太長 n富 裕 f室長室長議室襲撃寄光広秀 燃の 1

'" I ，g: 
三主控若義 務 隆男炎全量 吾j拶H::->主主夫 E客数量喜子一校 5号重量夫妻表意書

意義秀郁 事専務寺UE事n該潟美主幹線型李総秋友綴 和 義主主義 id 俊 2、齢
実仁警護 害警 栄 E思 考会 草草花 液体勇 や

ん

ご子次予 tt害警 z明治手作守三千ラ封書草子炎子葵 を受 子予 ir - の
名

グググ〉骨1rせ日新:lL:JL.と八線九久篠?告一審~:JL.久根十然主き十祭紫綬八 IK 
哲 要?

戸 iU J可 売春 Fヨ 子当
わ

章者
の の 4議

佐子ヨヲ容水区長互会長主 rlK家問問区中 IK 守緑豊毒ニ長寿喜寿下区
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晶
描
出
し
み
て
お
臨
時
み
惜
し
ま
す

wv

ハ
九
月
然
分
ぱ

森主宰?議後話u昔池寺号本孝司河 JII'宇鈴 主主

沼田基金弁開問医 IL 害守幸守村;¥( 入

主辞百主情 trたかや孝君'"t: rA ;立な
の

次ま f下るいよす育ツ防護量二子会
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